
 

 

 

 

『昌平キッズ』ビオトープだより NO．２４２ 

 

 １月前半は、冬の中にもやさしい日差しを感じられる日が続いていましたが、後半になると一段

と寒さが増してきました。雨の少ない日が続き、少し心配なところもありますが、園庭の野菜や木々

は春に向けて、ゆっくりと準備を進めています。寒い季節の中でも、小さな変化を重ねながら育つ

園庭の様子をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 多くの木々が葉を落としている中で、花を見付けたり芽の生長を見たりすると、春の訪れを感じ、

幸せな気持ちになります。 

 
 

     

どろんこだいすき

園庭の植物の様子 

令和８年２月２日 

千代田区立昌平幼稚園 

園長  大川  美紀子 

今園庭で咲いている数少ない花のうちの一

つです。落ちている花びらがハートの形にな

っていて、子どもたちのお気に入りです。集

めたり、砂のごちそうの飾りに使ったりして

います。 

空を見上げたら、園庭の木に小さなピン

ク色の花が咲いていました。梅の花です。

梅の花は、寒い冬の終わりから春にかけて

咲く花です。まだ寒いこの季節に花を咲か

そうとする梅の花は、春が近付いているこ

とを教えてくれると言われています。 

 子どもたちは梅の花の下を、毎日の様に

元気に追いかけっこをしています。 



 

 

 

 

＜きりん組のチューリップ＞ 

 

 

 

 10月の土となかよしで一人ずつ植えた球根の芽が、春に向かって、子どもたちの成長に負けな

いかのようにぐんぐん伸びてきました。子どもたちはその芽の伸び具合が嬉しく、こんなに大き

くなったよと教えてくれます。雨が降らない分、水やりを丁寧にして、生長を楽しみに育ててい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

                     
                     
                    

   

園庭にピンク色のお花が咲いています。 

これは何のお花でしょう？ 

 

ヒント 寒い時期に咲くよ。 

 

①あさがお 

②さざんか 

③ちゅーりっぷ 

 

 

 
 

ビオトープクイズ 

２月９日（月）の登園時までに、 

解答用紙をビオトープクイズ応募箱に 

入れてください。 

 

 

 

 

＜ひよこ組のクロッカス＞ 
 

＜うさぎ組のスイセン＞ 

土となかよしで植えた花の様子 

 

ひよこ組が育てている小かぶ。どうやらおいしいらしく、葉っぱを誰かに食べられてしま

いました。少し残念ですが、それも自然の姿です。こうした現象に触れることも、子どもた

ちにとっては自然界のことを知り関心をもつ貴重な学びの機会になっています。 

土となかよしで植えた小かぶの様子 

 


